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 プリンテッドエレクトロニクスを目指して開発が行われている数々のプリント手法は、フレキ

シブルデバイスを高スループットで生産する技術として期待されている。ただ、現在研究されて

いるプリント法はいずれも有機半導体をインク化するうえで有機溶媒を必要とする。気化しやす

い有機溶媒は、揮発性有機化合物 (VOC: Volatile Organic Compounds)として環境問題の一因となる。

VOCはその直接的な影響だけでなく、光化学反応によって光化学オキシダントや浮遊粒子状物質

発生の原因ともなる。これまで我々は、有機溶媒フリーで有機半導体薄膜を形成する手法として

トナー型のプリント手法を研究し、これまで実際にトナー型のプリント手法によって OTFT の作

製を実証してきた。現在はトナー型パターニングの効率向上、精細度向上に焦点を当てて研究を

行っている。 

 本研究では、ジェットミルにより粉砕した有機半導体 C8-BTBTをトナーとし、トナー型印刷の

原理によって帯電させたトナー粒子をフレキシブルフィルム上に電気的に転写することによって

有機半導体のパターニングを行う。前回の応用物理学会では 50m幅のライン状電極上へのパタ

ーニング結果を示し、80%以上のトナーが電極ライン上に分布することを示してきたが、今回は

プリント精度を明らかにするために、テストチャート状 Au電極パターンを用意し、有機半導体

トナーの転写を行った。ポミラン Nフィルム上に形成したテストチャート状 Au電極パターンを

図１に示す。この電極上に C8-BTBTトナーを転写すると、電

場によって Au電極上にトナーが着弾する。図 1中の微小な黒

い粉体が C8-BTBT トナー粒子である。添加物を含まない単成

分トナーのため、現状では転写効率が十分でないものの、ヒ

ストグラムにまとめると Au電極上に着弾している C8-BTBT

トナーが有意に多いことが明らかとなった。このようにして、

有機半導体のパターニング精度について議論する。 
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図 1: 解像度テストチャートパタ

ーン上に転写された有機半導体ト

ナー粒子の光学顕微鏡写真 
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